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（１）－１ 事業の目的と計画の概要（位置図）

１．事業の概要

栃木県

国道１７号
上武道路 ④

群馬県
上武道路 ④

茨城県

埼玉県

長野県

埼玉県

東京都
山梨県

千葉県
：再評価

千葉県

神奈川県
千葉県

：再評価

①事業採択後、3年以上経過した時点で未着工

②事業採択後、5年以上を経過した時点で継続中の事業

③準備・計画段階で、3年間が経過している事業

④再評価実施後 3年間が経過している事業④再評価実施後、3年間が経過している事業

⑤社会経済情勢の変化等により再評価の実施の必要が生じた事業

：事後評価

1



（１）－２ 事業の目的と計画の概要

１．事業の概要
平面図（１） ２ 事業の目的と計画の概要

国道17号 上武道路 L=40.5km

未開通区間
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さいたまけん くまがやし にしべっぷ

17

田
口
町

た
ぐ
ち
ま
ち

西
別
府

に
し
べ
っ
ぷ

群
馬
県
太
田
市
武
蔵
島

ぐ
ん
ま
け
ん

お
お
た
し

む
さ
し
じ
ま
ま
ち

群
馬
県
前
橋
市
今
井
町

ぐ
ん
ま
け
ん

ま
え
ば
し
し

い
ま
い
ま
ち

群
馬
県
前
橋
市
上
細
井

ぐ
ん
ま
け
ん

ま
え
ば
し
し

か
み
ほ
そ
い
ま

吉岡町役場

渋川市役所

・前橋・高崎・太田・伊勢崎周辺における

市街地の混雑緩和

渋川伊⾹保 IC
計画の概要

区 間 ：自）埼玉県熊谷市西別府

至）群馬県前橋市田口町

計画延長：L=４０．５ｋｍ

幅員 ：３９．５～６７．０ｍ

道路規格 第３種第１級

さいたまけん くまがやし にし っぷ

ぐんまけん まえばしし たぐちまち

群⾺県庁
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町
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ち

みどり市役所
桐⽣市役所

榛東村役場

桐⽣市
21,800台/日

47,800台/日

SIC
駒寄

道路規格：第３種第１級

設計速度：８０ｋｍ/ｈ

車線数 ：４車線

計画交通量：21,800～47,800台/日

事 業 化：昭和45年度

前橋市役所 50

上⽑電鉄

⾚城⾒⼤橋

あずま跨道橋
伊勢崎市役所

北関東⾃動⾞道伊勢崎市

みどり市

前橋市

, 台/日

IC前橋

IC⾼崎
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IC
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前橋南

駒形 SIC
波志江

伊勢崎
太⽥薮塚

太⽥桐⽣⾼崎⽟村

全体事業費：約1,800億円

17
354

452

上渕名

安養寺

三ツ⽊

伊勢崎市役所

上⾥町役場

⽟村町

⽟村町役場

太⽥市役所

太⽥市

⾼崎市役所

⾼崎市

標準横断図
IC

太⽥桐⽣

藤岡

SIC

位置図

17

407

⻄別府

深⾕市役所

本庄市役所

神川町役場

藤岡市役所

⼤泉町役場上信越⾃動⾞道

藤岡市

深⾕市

本庄市

熊⾕市4 / 4 車 供 用

2 / 4 車 供 用

凡 例上武道路

位置図

2

深⾕市役所2 / 4 車 供 用

未 開 通 区 間

高 速 道 路

国 道

主 要 地 方 道



（１）－３ 事業の目的と計画の概要（広域道路ネットワークの形成）

１．事業の概要

・上武道路は、埼玉県と群馬県を結ぶ地域高規格道路「熊谷渋川連絡道路」であり、国道１７号と関
越自動車道を補完するとともに、 北関東自動車道等と連携した広域的ネットワ－クを形成している。

・群馬県の高速交通ネットワ－クを補完する7つの交通軸構想において、上武道路は県央軸に位置づ群馬県の高速交通ネットワ クを補完する7つの交通軸構想において、上武道路は県央軸に位置づ
けられている。

上武道路は地域高規格道路「熊谷渋川連絡道路」の一部を形成 群馬がはばたくための７つの交通軸構想

※上武道路は県央軸に位置づけ
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※上武道路は県央軸に位置づけ
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群馬がはばたくための７つの交通軸構想（イメージ）
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地域の自立促進と活性化を支援するために 県内の高速交通
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3
（資料）はばたけ群馬・県土整備プラン

地域の自立促進と活性化を支援するために、県内の高速交通
ネットワークを効率的かつ 効果的に活用できるよう、これらを補
完する７つの交通軸を強化する「群馬がはばたくための７つの交
通軸構想」を推進上武道路と高規格道路の接続部

調査区間

高規格幹線道路
都市高速道路
直轄国道
その他の国道



（１）－４ 事業の目的と計画の概要（国道17号と上武道路の交通特性）

１．事業の概要

・国道17号(現道）では、県境を跨ぐ交通が約6％となっている一方、周辺地域内の交通が約65％と
多くを占めている。

・上武道路の交通特性は県境を跨ぐ交通が約53％を占めており、その内30％は埼玉県に足を持つ
交通 ある

武

国道17号 現道
OD内訳

H17交通量
（百台/日）

比率

周辺地域（内々） 222 65%

交通である。

周
辺
地
域
の
交

国道17号と上武道路の主な交通特性

周辺地域 ⇔ 前橋市 218 64%

周辺地域 ⇔ 渋川市 1 0%

周辺地域 ⇔ 高崎市 2 1%

周辺地域 ⇔ 伊勢崎市 1 0%

周辺地域とその他の地域（内外） 115 34%

交
通
が
65
％

他
県

現道

上武道路

内外交通内外交通
7878

周辺地域 ⇔ その他県内 97 29%

周辺地域 ⇔ 他県 18 5%

通過交通（外々） 4 1%

合計 341 100%

道 号 武道路 交通量渋川

県
・外
々
交
通
が
6
％

7878
（（34%)34%)内外交通内外交通

115115
（（3434%)%)

国道17号 上武道路
OD内訳

H17交通量
（百台/日）

比率

周辺地域（内々） 73 32%

周辺地域 ⇔ 前橋市 32 14%

周辺地域 ⇔ 渋川市 9 4%

周辺地域 ⇔ 太田市 11 5%

高崎

渋川

前橋

内々交通内々交通
7373

（（3232%%））

周
辺
地
域
の
交
通
が周辺地域 ⇔ 太田市 11 5%

周辺地域 ⇔ 伊勢崎市 21 9%

周辺地域とその他の地域（内外） 78 34%

周辺地域 ⇔ その他県内 34 15%

周辺地域 ⇔ 他県 44 19%

通過交通（外々） 78 34%

伊勢崎

上信越自動車道

太田

北関東自動車道

例

内々交通内々交通
222222

（（6565%%））
他
県
・外
々

が
32
％

通過交通（外々） 78 34%

合計 229 100%

4
埼玉県

※周辺地域とは当該事業が通過する地域及び隣接する地域
上武道路：前橋市、渋川、太田市、伊勢崎市
現 道：前橋市、渋川、高崎市、伊勢崎市

※Ｈ１７道路交通センサスの現況ＯＤ調査結果を基に算出

外々交通外々交通
44

（（1%)1%)

凡 例
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交
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（１）－５－１ 事業の目的と計画の概要（周辺の状況）

１．事業の概要
（１） ５ １ 事業の目的と計画の概要（周辺の状況）

・国道１７号現道は、県庁所在地の前橋市や高崎市など人口集中地域を通過している。
・上武道路の沿道には、現在では多くの工業団地や大型商業施設が立地している。

渋川伊香保IC

吉岡町役場

ベイシア前橋モール店

多田山北

駒寄 SIC

イオンモール高崎 群⾺県庁
みどり市役所 桐⽣市役所

榛東村役場

群馬大学病院

前橋赤十字病院

25
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ROUTE

ウニクス高崎

多田山北

波志江

前橋 IC

伊勢崎
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高崎IC
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駒形
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けやきウォーク前橋

前橋市役所
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SIC

18
国　道
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太田桐生

ハイパーモール

MERY倉賀野

IC高崎玉村 SIC

独立行政法人国立病院機構
高崎総合医療センター

藤岡IC

スーパーモールいせざき

新田ショッピングモール

ニコモール
伊勢崎市役所

⽟村町役場

太⽥市役所

⾼崎市役所

凡 例

インターチェンジIC

ウニクス上里

ショッピングセンターラブ

本庄児玉
IC

藤岡IC

上⾥町役場

本庄市役所
⼤泉町役場

千代⽥町役場

藤岡市役所 17
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ROUTE

17
国　道 凡 例

吉井
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上信越自動車道

インタ チェンジ

県 庁

市町村役場

第三次救急医療機関

大規模商業施設

工業団地

（上武道路を中心とし
た k 範囲内）

IC

アリオ深谷

深谷赤十字病院
救命救急センター

深⾕市役所

神川町役場

千代⽥町役場
神川町役場

ROUTE

5

4 / 4 車 供 用

2 / 4 車 供 用

未 開 通 区 間

高 速 道 路

国 道

主 要 地 方 道
【第三次救急医療機関】

集中治療室等を備え、重篤な救急患者を24時間受け入れ
可能な医療機関

人口集中地区：DID
(H22)

た5km範囲内）



（１）－５－２ 事業の目的と計画の概要（周辺の状況）

１．事業の概要
（１） ５ ２ 事業の目的と計画の概要（周辺の状況）

国道50号以北

渋川伊香保IC

榛東村役場
吉岡町役場

駒寄 SIC

ベイシア前橋モール店

イオンモール高崎 群⾺県庁

前橋市役所

みどり市役所

群馬大学病院

前橋赤十字病院
インタ チ ンジIC

凡 例

前橋 IC けやきウォーク前橋

前橋市役所 前橋赤十字病院

伊勢崎

凡 例

吉井
IC

50
国　道

ROUTE

吉井
IC

上信越自動車道

インターチェンジ

県 庁

市町村役場

第三次救急医療機関

大規模商業施設

工業団地
（上武道路を中心とした

IC

伊勢崎
IC

4 / 4 車 供 用

2 / 4 車 供 用

未 開 通 区 間

国 道

6
【第三次救急医療機関】

集中治療室等を備え、重篤な救急患者を24時間受け入れ
可能な医療機関

人口集中地区：DID
(H22)

5km範囲内）



（１）－５－３ 事業の目的と計画の概要（周辺の状況）

１．事業の概要

国　道
前橋赤十字病院

（１） ５ ３ 事業の目的と計画の概要（周辺の状況）

国道50号以南

50
ROUTE

ウニクス高崎

波志江

前橋 IC

伊勢崎

IC

高崎IC 駒

IC

けやきウォーク前橋

前橋赤十字病院

SIC

ウニクス高崎

高崎玉村 SIC独立行政法人国立病院機構
高崎総合医療センター

高崎IC
前橋南

IC
IC

駒形

スーパーモールいせざき

伊勢崎市役所

⾼崎市役所

太田桐生

ハイパーモール

MERY倉賀野

藤岡 IC

新田ショッピングモール

ニコモール

伊勢崎市役所

⽟村町役場

太⽥市役所

ウニクス上里

ショッピングセンターラブ

藤岡 IC

吉井

IC
上信越自動車道

上⾥町役場

本庄市役所 ⼤泉町役場

藤岡市役所
17
国　道

ROUTE

インタ チ ンジIC

凡 例

本庄児玉
IC

深⾕市役所

神川町役場

17
国　道

ROUTE

吉井
IC

上信越自動車道

インターチェンジ

県 庁

市町村役場

第三次救急医療機関

大規模商業施設

工業団地
（上武道路を中心とした

IC

アリオ深谷

深谷赤十字病院
救命救急センター

深⾕市役所

神川町役場

7

4 / 4 車 供 用

2 / 4 車 供 用

未 開 通 区 間

国 道

凡 例

【第三次救急医療機関】
集中治療室等を備え、重篤な救急患者を24時間受け入れ
可能な医療機関

人口集中地区：DID
(H22)

5km範囲内）



（２）－１ 事業の必要性（周辺地域の活性化、地域づくりの支援）

１．事業の概要
（２） １ 事業の必要性（周辺地域の活性化、地域づくりの支援）

・上武道路の事業化（昭和45年）以降、沿線には多くの工業団地が立地。
・立地企業者へのヒアリングによると、関東地方のほか東北・東海地方など広域エリアとの搬入・搬出。
上武道路の整備は 周辺地域の活性化や地域づくりを支援

東北地方

・上武道路の整備は、周辺地域の活性化や地域づくりを支援。

昭和45年度の事業化以降に上武道路を

上武道路周辺地域の立地状況（現在） 上武道路周辺工業団地の搬入元・搬出先

甲信越地方

東北地方

群馬県内
北関東自動車道

上武
道路

昭和45年度の事業化以降に上武道路を
中心とした5kmの範囲※に39箇所立地

※上武道路を中心に片側5kmずつ、両側合わせて10kmの範囲

東海地方

関東地方中央自動車道

50
国　道

ROUTE

17
国　道

ROUTE

北関東自動車道

17
国　道

ROUTE関
越
自
動

上信越自動車道

昭和45年度以前は
上武道路を中心とした
5kmの範囲に2箇所立地

上武道路周辺地域の立地状況（昭和45年度）

17
国　道

ROUTE

自
動
車
道

上武道路を中心とした5kmの範囲に立地する工業団地一覧

50
国　道

ROUTE

17
国　道

ROUTE

北関東自動車道

5kmの範囲に2箇所立地

1 深谷 11 伊勢崎・東流通 21 赤堀・東・笠懸 31 上増田

8

：昭和45年度までに立地した工業団地
：昭和46年度以降に立地した工業団地
：上武道路を中心とした5kmの範囲

（資料）群馬県企業立地マップ２０１３-２０１４
埼玉県工場適地図 平成２６年

17
国　道

ROUTE

17
国　道

ROUTE

関
越
自
動
車
道

上信越自動車道

1 深谷 11 伊勢崎・東流通 21 赤堀・東・笠懸 31 上増田
2 東前橋 12 西善 22 新田北部第二 32 太田沖野・上田島
3 太田西部 13 東善・中内・中内第二 23 新田西部第二 33 城南
4 伊勢崎佐波第一 14 粕川 24 泉沢 34 富士見小原目
5 新田西部 15 新田北部 25 渋川半田 35 境上武第二
6 前橋2号 16 芳賀東部・五代 26 粕川第二 36 伊勢崎・東第二流通
7 芳賀西部 17 尾島 27 富士見坂上 37 伊勢崎三和
8 境上武 18 藪塚 28 尾島第二 38 堀越真木
9 前橋1号 19 境北部 29 伊勢崎南部第三 39 妻沼西部

10 坂東 20 伊勢崎南部第二 30 荒砥 40 五代南部
41 多田山



（２）－２ 事業の必要性（地域間交流の促進）

１．事業の概要

・上武道路は、周辺施設と連携した広域的ネットワークを形成するとともに、埼玉県北部から群馬県中北部
における地域間交流を支える重要な道路である。

・上武道路の整備により 熊谷市役所～渋川市役所間が128分→75分と約53分短縮される

要 流

上武道路の整備により、熊谷市役所～渋川市役所間が128分→75分と約53分短縮される。

現 在

整備後

主要都市間の所要時間が短縮

渋川伊⾹保 IC

渋川

市役所

上武道路を全線整備した場合、熊谷市役所（埼玉県北部）
から渋川市役所（群馬県中北部）への所要時間が短縮します。

熊谷市役所 渋川市役所の所要時間の変化

整備後

SIC駒寄

17

前
橋
渋
川
バ
イ
パ
ス

128現在

熊谷市役所～渋川市役所の所要時間の変化

国道17号現道利用

IC前橋

IC⾼崎
IC

IC IC

IC

前橋南
駒形 SIC

波志江 太⽥薮塚

太⽥桐⽣

50

IC
伊勢崎

75整備後
5353分分
短縮短縮上武道路利用

IC

IC藤岡

SIC⾼崎⽟村 17

17
0 50 100 150（分）

熊谷

【算出方法】
使用データ： H25プローブデータ
現 在 H25プロ ブデ タ12時間平均旅行速度を使用

17

IC本庄児⽟

9

熊谷

市役所
群馬県

埼玉県

現 在 ： H25プローブデータ12時間平均旅行速度を使用
整 備 後 ： 開通済み区間は、H25プローブデータ12時間

平均旅行速度を使用
上武道路未開通区間（国道50号以北）は、交通量配分結果を使用



（２）－３ 事業の必要性（渋滞状況）

１．事業の概要

・国道17号現道、上武道路および国道50号の一部※1の損失時間は111.0千人時間/年・kmであ り、全国平均（26.3千人時間/

年・km）の約４倍となっている。※1：国道５０号 本町１丁目交差点～今井町交差点間

・特に、上武道路の未開通区間と並行する区間（国道17号田口町南交差点～国道50号今井町交差点間）の損失時

（ ） 事業 必要性（渋滞状況）

損失時間国道17号現道田口町南 国道50号今井町
表町一丁目交差点の渋滞状況

間は、全国平均の約８倍（200.2千人時間/年・km）となっている。

・上武道路の整備により、交通の円滑化が図られ、混雑緩和が見込まれる。

凡 例

国道17号 上武道路 L＝40.5km

再評価対象区間

損失時間

200.2千人時間/年・km

国道17号現道田口町南～国道50号今井町
（上武道路未開通区間と並行する区間）

41 4%

凡 例

大型車混入率（24h）
※H22道路交通センサス

伊勢崎ＩＣ

太田藪塚ＩＣ
撮影：H22.7

西
別
府

30.3%
41.4%

上武道路の車種間比率
（太田市世良田） 大型車が約31.4%

占

H26.10撮影

今
井
町

本庄児玉ＩＣ

前橋南ＩＣ

波志江ＳＩＣ

駒形ＩＣ

伊勢崎ＩＣ

本
町
1

20.1%

大型車
9,268
[31.4%]

小型車

を占める

田
口
町
南

群
馬
大
病
院
東

Ｎ
Ｈ
Ｋ
前 中

島
中
鮒
窪

笛
木
町

藤岡ＩＣ

高崎ＩＣ

前橋ＩＣ
駒
寄
Ｓ
Ｉ
Ｃ

高崎ＪＣＴ
藤岡ＪＣＴ

表町1

12.1%
6.7%資料：Ｈ22道路交通センサス

小型車
20,212
[68.6%]

主要渋滞箇所

君
が
代
橋
東

和
田
橋

聖
石
橋

城
南
大
橋

【損失時間とは】
・実際の旅行時間から渋滞が無い場合の基準

的な旅行時間を差し引いたもの
・損失時間（千人時間/年・km）
＝Σ[(実旅行時間)-(基準旅行時間) ×交通量

×平均乗車人数] 10資料：Ｈ21プローブデータ

要渋滞箇所



（２）－４ 事業の必要性（交通事故状況）

１．事業の概要

※1：国道５０号 本町１丁目交差点～今井町交差点間

・国道17号現道、上武道路および国道50号の一部※1の平均死傷事故率は104.0件/億台・ kmであり、全国平均(102.0件/

億台･km)に比べてやや高くなっている。 ※1：国道５０号 本町１丁目交差点～今井町交差点間

・特に、上武道路の未開通区間と並行する区間の荒牧町北交差点の死傷事故率は、全国平均の約11倍（1,079.1件/億

とな ている台・ km ）となっている。

・事故類型別では交通渋滞に起因した追突事故が国道17号現道及び国道50号の区間で約６５％を占めている。

・上武道路の整備により、交通の円滑化が図られ、交通事故の減少が見込まれる。

【 事故類型別の死傷事故件数割合 】
○国道17号現道＋国道50号の場合

国道17号 上武道路 L=40.5km

再評価対象区間

国道17号現道、上武道路の死傷事故発生状況

10％

8％ 2％ 2％ 追突が約６５％
を占める

○国道17号上武道路の場合

50

西
別

17

13％
追突
65％

○国道17号上武道路の場合別
府

追突
71％

8％

10％

8％ 1％ 2％ 追突が約７１％
を占める

田
口
町
南

群
馬
大
病
院
東

Ｎ
Ｈ
Ｋ
前

中
島
中
鮒
窪

笛
木
町

本
町

1荒
牧
町
北

表町1

17

71％

凡 例前

君
が
代
橋
東

和
田
橋

聖
石
橋

城
南
大
橋

窪

11

【死傷事故率とは】
・１台の車が一定距離走行する間に事故に遭う確率を指す。
・死傷事故率（件/台・km ）

＝年間死傷事故件数／走行台・km （走行距離×年間交通量）

資料：Ｈ19－Ｈ22交通事故 統合データベース

凡 例
■ 0~ 50
■ 50~100
■ 100~200
■ 200~

（単位：件/億台km）



（１）事業の経緯 標準横断図

２．事業の進捗状況

昭和４５年度 都市計画決定
昭和４５年度 事業化
昭和４９年度 用地着手
昭和５０年度 工事着手

（１）事業の経緯

昭和５０年度 工事着手
昭和５８年度,６１年度,６３年度 都市計画決定
昭和５５年度～平成２５年度 順次開通（下図参照）

前ま 熊く上武道路 延長40.5km 再評価対象区間

未開通 延長3.5㎞

2/4開通
延長9.6㎞

4/4開通
延長21.5㎞

前
橋
市
田
口
町

ま
え
ば
し
し

た
ぐ
ち
ま
ち

前
橋

ま
え
ば

前
橋
市

ま
え
ば
し

熊
谷
市
西
別
府

く
ま
が
や
し

に
し
べ
っ
ぷ

開通済 延長37.0㎞（4/4開通 延長21.5㎞ 2/4開通 延長15.5㎞）

2/4開通
延長5.9㎞

上武道路 延長40.5km

太
田

お
お
た
し

再評価対象区間

47 800台/日

前橋市

太田市

橋
市
上
細
井
町

ば
し
し

か
み
ほ
そ
い
ま
ち

市
今
井
町

し

い
ま
い
ま
ち

50
国　道

ROUTE

17
国　道

ROUTE 安養寺
跨道橋
L=115m

尾島・境立体富田第三跨道橋 江竜跨道橋

赤城見大橋
L=104m

田
市
武
蔵
島
町

し

む
さ
し
じ
ま
ま
ち

太田市武蔵島町
交通量：24,033台/日
大型混入率：39.9
旅行速度：45.4㎞/h(上り)

前橋市荒口町
交通量：13,818台/日
大型混入率：15.9%

旅行速度：61.2㎞/h(上り)
61.6km/h(下り)

混雑度：1.60

前橋市田口町
交通量：17,883台/日

21,800台/日

47,800台/日

深谷市

熊谷市

17
国　道

至

新
潟

至

東
京

新上武大橋 L=945m
高島高架橋 L=207m
小山川橋 L=185m
石塚高架橋 L=258m

備前渠橋
L=21m

早川橋
L=69m

尾島跨道橋
L=20m

L=115m
L=1,565m

渕名高架橋
L=1,153m

今井第一跨道橋
L=43m

亀泉高架橋
L=367m

L=42m

富田第二跨道橋
L=45m

L=27m

17
国　道

ROUTE

旅行速度 45.4㎞/h(上り)
55.8km/h(下り)

混雑度：1.82

太田市世良田町
交通量：29,480台/日
大型混入率：30.0%

旅行速度：45.7㎞/h(上り)
54.2km/h(下り)

混雑度：2.32

伊勢崎市三和町
交通量：44,151台/日
大型混入率：23.9%
旅行速度：44.9㎞/h(上り)

63.4km/h(下り)
混雑度：2.01

前橋市笂井町
交通量：40 393台/日

大型混入率：12.3%
旅行速度：47.2㎞/h(上り)

54.9km/h(下り)
混雑度：1.20
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ち

伊
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崎
市
三
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い
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さ
ん
わ
ち
ょ

前
橋
市
今
井
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ま
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ば
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ま
ち

前

橋
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泉

ま
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し

か
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ま

前
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市

上
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井

ま
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ば
し

か
み
ほ
そ
い
ま

お
お
た

ふ
た
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ち

伊勢崎市

深谷市17
ROUTE

潟

平成元年度事業化(L=4.9㎞) 昭和45年度事業化(L=18.9㎞)
昭和46年度事業化

(L=5.0㎞)

S57 4 8開通S58 4 8開通S61 11 11開通S63 1 20開通H元 3 3開通H17 3 20開通H20 6 22開通

昭和48年度事業化
(L=3.5㎞)

平成13年度事業化(L=8.2㎞)

H28開通予定２車線 H24 12 22開通

断面図

混雑度交通量 40,393台/日
大型混入率：8.6%
旅行速度：27.6㎞/h(上り)

26.8km/h(下り)
混雑度：0.81

橋

市

田

口

町

し

た
ぐ
ち
ま
ち

※H22センサスデータ

屋
町

ち
ょ
う

木つ
ぎ

ち
な

ょ
う

ち
町

ま
ち

井

町
ま
ち

ち
ょ
う

12
開通済 未開通

S56.3.27開通(L=5.0㎞)
S57.4.8開通
(L=3.0㎞)

S58.4.8開通
(L=2.5㎞)

S61.11.11開通
(L=2.7㎞)

S63.1.20開通
(L=2.7㎞)

H元.3.3開通
(L=3.0㎞)

H17.3.20開通
(L=2.0㎞)

H20.6.22開通
(L=2.9㎞)

H17.11.7開通
(L=0.7㎞)

H17.6.28開通
(L=0.8㎞)

H16.2.26開通
(L=0.7㎞)

H12.3.21開通
(L=5.2㎞)

H21.3.18開通
(L=3.5㎞)

H4.2.20開通(L=8.5㎞)
H28開通予定
(L=3.5㎞)

２車線

４車線

H15.3.18開通
(L=1.6㎞)

H16.2.26開通
(L=1.9㎞)

H24.2.28開通
(L=1.1㎞)H24.11.27開通

(L=0.1㎞)

H28以降開通予定
(L=5.9㎞)

H21.3.18開通
(L=1.4㎞)

H22.3.31開通
(L=1.4㎞)

H24.11.27開通
(L=1.3㎞)

H24.12.22開通
(L=4.7㎞)

H28以降開通予定
(L=13.1㎞)

H26.3.20開通
(L=1.7㎞)



（２）残事業の概要

２．事業の進捗状況

・終点側未開通区間は平成28年度の2/4車線開通に向け工事を実施。

・暫定2/4車線開通区間については、引き続き4/4車線開通に向けて工事を実施。

（２）残事業の概要

写真① 前橋市⻘柳町付近の施⼯状況
国道17号 上武道路 L=40.5km

未開通区間
L＝3.5ｋｍ

暫定2車開通区間

L 9 6ｋ

4車開通区間

L 21 5ｋ
暫定2車線開通区間

L 5 9ｋ

開通区間
L＝37.0ｋｍ
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写真① 前橋市上泉町付近（３）前回評価時からの進捗状況

２．事業の進捗状況

■前回評価時（H23)

（３）前回評価時からの進捗状況
国道17号 上武道路 L=40.5km
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３．事業の評価

■総便益(B)

道路事業に関わる便益は、平成42年度の交通量を、整備の有無それぞれについて推計し、
「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上した。

■総費用(C)

【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

費

当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上した。

[参考 前回評価(H23)]１）計算条件 [参考：前回評価(H23)]

・基準年次 ：平成２６年度 平成２３年度

・開通年次 ：平成４０年度 平成４０年度

１）計算条件

・分析対象期間 ：開通後５０年間 開通後５０年間

・基礎データ ：平成１７年度道路交通センサス 平成１７年度道路交通センサス

・交通量の推計時点 ：平成４２年度 平成４２年度

・計画交通量 ：21,800～47,800（台/日） 22,500～51,600（台/日）

・事業費 ：約1,800億円 約1,800億円

・総便益 ：約3,905億円（約14,429億円） 約3,517億円（約14,504億円）

・総事業費 ：約3,228億円（約2,297億円） 約3,015億円（約2,415億円）

・費用便益比 ：1.2 1.2
(    )は基準年次における現在価値化前を示す 15



３．事業の評価

２）事業全体

走行時間 走行経費 交通事故
総便益

経済的

便益(Ｂ)
短縮便益 減少便益 減少便益

総便益
費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

内部収益率

（EIRR）
3,373億円 435億円 98億円 3,905億円

事業費 維持管 費 総費
費用(Ｃ)

事業費 維持管理費 総費用
１．２ ４．４％

3,084億円 143億円 3,228億円

便益(Ｂ)

走行時間

短縮便益

走行経費

減少便益

交通事故

減少便益
総便益

費用便益比

経済的

内部収益率

３）残事業

便益(Ｂ)
（Ｂ／Ｃ） （EIRR）

1,663億円 220億円 73億円 1,956億円

費用(Ｃ)
事業費 維持管理費 総費用

９ ７ ２４ ７％

注1）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。

注2）費用及び便益額は整数止めとする。

注3）費用及び便益の合計額は 表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある

基準年：平成26年度

費用(Ｃ) ９．７ ２４．７％
141億円 61億円 202億円

注3）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と 致しないことがある。

注4）便益の算定については、「将来交通需要推計手法の改善について【中間とりまとめ】に示された第二段階の改善を反映している

16



・国道50号以南は昭和45年度に事業化後、昭和50年度より工事に着手、平成3年度には全線2/4車線

４．事業の見込み等
国道50号以南は昭和45年度に事業化後、昭和50年度より工事に着手、平成3年度には全線2/4車線
開通(延長 27.4km)を図り、平成25年度に4/4車線開通（延長21.5km）を図った。

・国道50号以北は平成元年度に事業化後、平成12年度より工事に着手、平成24年度に2/4車線開通
(延長9.6km)を図り、現在未開通区間（延長3.5km）の工事を推進している。

用地取得率は全線で100%完了済・用地取得率は全線で100%完了済。

・平成28年度には、国道50号以北の未開通区間3.5ｋｍで2/4車線開通を予定しており、全線(40.5km）
開通となる予定。

年 度 S45 S46 S47 S48 S49 S50～S57 S58 S61 S62 S63 H 1 H 2 H 3 H 9 H11 H12 H13 Ｈ14 Ｈ15～H19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 H28 H29 H30 Ｈ31～H39

事業化 18.9km 23.9km 27.4km

都市計画決定 18 4km 21 6km 27 4km

国
道
50
号
以
南

（延
長

）

都市計画決定 18.4km 21.6km 27.4km

測量・設計・調査
測量
地質
設計

測量
地質
設計

測量
地質
設計

測量
地質
設計

測量
地質
設計

測量
地質
設計

測量
地質
設計

測量
地質
設計

測量
地質
設計

測量
地質
設計

測量
地質
設計

測量
地質
設計

測量
地質
設計

測量
地質
設計

設計 設計

用地取得 用地 用地 用地 用地 用地 用地 用地 用地 用地 用地

埋蔵文化財調査
埋文
調査

埋文
調査

埋文
調査

埋文
調査

埋文
調査

埋文
調査

埋文
調査

埋文
調査

埋文
調査

埋文
調査

埋文
調査

27.4
km

埋蔵文化財調査
調査 調査 調査 調査 調査 調査 調査 調査 調査 調査 調査

工 事 工事 工事 工事 工事 工事 工事 工事 工事 工事 工事 工事 工事 工事 工事 工事 工事 工事 工事 工事 工事 工事

事業化 4.9km 8.2km

都市計画決定 13.1km

国
道
50
号
以
北

（延
長

）

測量・設計・調査
測量
地質
設計

測量
地質
設計

測量
地質
設計

測量
地質
設計

測量
地質
設計

測量
地質
設計

測量
地質
設計

測量
地質
設計

測量
地質
設計

測量
地質
設計

設計

用地取得 用地 用地 用地 用地 用地 用地 用地 用地 用地 用地 用地 用地 用地

埋蔵文化財調査
埋文 埋文 埋文 埋文 埋文 埋文 埋文 埋文 埋文 埋文 埋文

13.1
km

埋蔵文化財調査
調査 調査 調査 調査 調査 調査 調査 調査 調査 調査 調査

工 事 工事 工事 工事 工事 工事 工事 工事 工事 工事 工事 工事 工事 工事 工事 工事 工事

※完成年度は、費用便益比算定上設定した年次である。
前回再評価 今回再評価
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（１）群馬県の意見

５．関連自治体等の意見

（群馬県知事の意見）
上武道路は、県内の産業立地や雇用の創出など本県の経済活性化にとって極めて重要な路線である。
未供用区間（８ ２工区）について 強力に事業促進し 日も早い全線開通をお願いしたい

（１）群馬県の意見

未供用区間（８－２工区）について、強力に事業促進し、一日も早い全線開通をお願いしたい。
また、埼玉県境の新上武大橋及び国道５０号以北の暫定２車線区間の４車線化についても早期整備をお願いしたい。
さらに、事業実施にあたっては、コスト縮減を徹底し、効率的、効果的に事業を促進されたい。

（埼玉県知事の意見）

（２）埼玉県の意見

（埼玉県知事の意見）
上武道路は、埼玉県北部から群馬県中北部における地域間交流を支える重要な道路です。
対象区間の完成のため、事業の継続が必要です。
なお、事業実施に当たっては、コストの縮減に努めていただきたい。
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（1）事業の必要性等に関する視点

６．今後の対応方針（原案）
（1）事業の必要性等に関する視点

・上武道路は、埼玉県と群馬県を結ぶ地域高規格道路「熊谷渋川連絡道路」であり、国道１７号と関越自動車道を補完するとともに、
北関東自動車道等と連携した広域的ネットワ－クを形成している。

・上武道路周辺には高速交通ネットワークが整備されており、開発ポテンシャルが高いことから工業団地の立地も進み、地域づくりを
支援している。

・国道17号現道、上武道路および国道50号の一部では全国平均の約4倍の渋滞が発生している（上武道路の未開通区間と並行する
区間は約8倍）

・高崎市、前橋市等の市街地を通過せず、上武道路を利用することにより時間短縮効果が得られることから、地域間交流を促進して
いる。
費用対効果（Ｂ／Ｃ）は１ 2である

（2）事業進捗の見込みの視点

・費用対効果（Ｂ／Ｃ）は１．2である。

・昭和50年度より工事に着手し、国道50号以南は平成3年度に全線2/4車線、平成25年度に4/4車線（延長21.5km）を開通。国道50
号以北は平成24年度に2/4車線開通(延長9.6 km）。

・平成28年度には、国道50号以北の未開通区間3.5kmで2/4車線開通を予定しており、全線（40.5km）開通となる予定。
・引き続き、工事を実施し、全線４車線化に向け事業促進を図る。

（３）対応方針（原案）

・事業継続
上武道路の整備は、広域ネットワークの形成、物流の支援、周辺地域の活性化等の観点から、事業の必要性・重要性は高く、早
期の効果発現を図ることが適切である。
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